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私 は秋といえば食欲の秋を思い浮かべます。ここ数年
はずっと、食べてばかりの秋になっています。今年

こそはスポーツの秋になるように頑張ってみようと思ってい
ます…あれ？去年も同じことを言っていたような気がする。
そういえば一昨年も…これはデジャブでしょうか？なんてこ
とにならないように、今年こそは気を付けます。

（森永）

甑 島へやってきて半年、ようやく年度の折り返しを迎
えました。見慣れぬ景色も馴染みとなり、耳慣れぬ

波音も子守唄へと変わり、新しい生活が｢いつもの日々｣とし
て定着してきたように感じます。
　ですが、ただ漫然と過ごすのではなく｢初心｣を思い出しな
がら、この先の日々も楽しんでいきたいと思います。

　（中野）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

香り高く、味わい深い
　　　　　地元の焼酎を楽しみましょう

　本号では、鹿児島の焼酎の魅力を伝えるため、焼酎に関する合
同特集を掲載しています。これは、県下一斉に広報することによっ
て、地元の焼酎に再度注目してもらおうと、県内のほとんどの自
治体が、11月1日の「本格焼酎の日」に合わせ企画したものです。
　本市には７つの蔵元があり、多くの銘柄の焼酎が製造されてい
ます。地元を愛する方々の手によって造られた「地元の焼酎」をぜ
ひ、賞味ください。

献血にご協力ください

【時】＝10月25日（火）　９時30分～11時45分
　　　　　　　　　　 13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）
（22）8811

＊ 今回、13 ～ 16ページの「読み物のページ」でこのフォントを使
用しています。次号以降も、試行的に「読み物のページ」で使用
します。ぜひ、編集先まで意見や感想をお寄せください。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。
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滞
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。
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け
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で
、
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買
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し

た
。
早
速
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に
取
っ
て
試
し
て
み
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が
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お
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つ
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小
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頃
と
は

違
う
自
分
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シ
ョ
ッ
ク
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け
ま
し

た
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回
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す
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。
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ゼ
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。
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け
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っ
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久
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す
ね
。

夢
の
全
国
大
会
出
場

平
成
10
年
５
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内
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合

唱
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フ
ロ
ー
レ
ス
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ｣

を

結
成
し
ま
し
た
。
夢
が
叶
い
、
青
森
県

で
行
わ
れ
た
第
39
回
全
日
本
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
に
出
場
し
、
団

員
22
人
で
心
を
ひ
と
つ
に
演
奏
し
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
応
援
の
お
か

げ
で
、
ひ
ま
わ
り
賞（
金
賞
）を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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前
、｢
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外
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演
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る
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と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら｣

と
団
名

の
前
に｢

川
内
女
声
合
唱
団｣

を
添
え
ま

し
た
。
新
聞
の
全
国
版
に
そ
の
名
前
が

掲
載
さ
れ
た
時
に
、
心
か
ら
命
名
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

団
員
一
同
、
今
後
も
感
謝
の
気
持
ち

を
、
さ
ら
に
磨
い
た
歌
声
に
乗
せ
て
歌

い
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
、
学
校
や
施
設
の
訪
問
、
元
気

塾
な
ど
に
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
随
時
団

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。
毎
週
水
曜
日
、
午
前

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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川内女声合唱団
「フローレス・ヴォーチェ」の皆さん
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　11 月号に掲載された方から、
元プロサッカー選手で本市観
光大使の前園真聖氏のサイン
入り色紙を１名にプレゼント。
その他、掲載された方には、
竹ノート（Ｂ５版）を贈ります
（当選の発表は、発送をもって
代えさせていただきます）。

プレゼント

（流合　政廣・67歳男性）
親とはぐれて道路にいたところを保護した雄の
うりぼうです。食欲旺盛で、１年で 70 ～ 80
キロにまで成長するそうです。


